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研究成果の概要（和文）：インドネシアのウダヤナ大学との共同研究により、ウダヤナ大学近郊地域のタバナン
地域及びデンパサール地域にて、ISOを取得した日本の健康教育を展開した。歩数計を配布し、日々の活動量を
計測し、本健康教育の前後で形態測定、脳機能測定、体力測定、血液検査を行いその効果を実証した。本研究成
果は、2016年国際学会にて発表した。

研究成果の概要（英文）：We developed the Japanese health education that acquired ISO by 
collaborative investigation with the Udayana University(Indonesian) in Tabanan and Denpasar of the 
Udayana University neighboring area. I distributed a pedometer and measured daily active mass. And 
we performed anthropometry, the brain function measurement, a physical fitness test and a blood test
 before and after this healthy education. We announced these results of research in an international
 society in 2016.
Adiatmika PG,Terasawa K,Adiputra N, Muliarta IM, Suchinda MJ ,NakadeK,Watanabe T,Terasawa S,
Kobayashi T, Zhang Y, Nakajima K, Sasamori F.: Health education effects on physical fitness and 
blood chemistry among senior citizen in both rural and urban areas of Bali, Indonesia. The 6st 
International Society for Physical Activity and Health. Nov. 2016

研究分野： 健康教育
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1. 研究開始当初の背景 
感染症に重点を置いてきた WHO は、1978 年

アルマアタにおいて「プライマリ・ヘルス・
ケア」に転換し、1986 年には、オタワ憲章と
して、Health Promotion である「健康づくり」
を提唱した。この概念が、欧米諸国に波及し、
日本では「健康日本 21(2000)」として健康づ
くり政策に至った。そして WHO は 2011 年に 
Social Determinants of Health すなわち、
健康からの社会的評価を提唱し、Health 
Promotion に繋がる次の指針を示した。我々
は、Health Promotion の理念である、「健康
のために環境を変え、個人の幸福まで考え
る」ことに注目しつつ、Rootman et al(1998)、
Ziglio(1997)らが重要視している健康教育
の”outcome”を重視し、長野県で展開して
きた。長野市では「なかのシニアライフアカ
デミー」、松本市では「熟年体育大学」、箕輪
町では「みのわ健康アカデミー」、木島平村
では「ためして実践！健康セミナー」、信州
大学公開講座では「シニア健康講座」という
名称で、異なった地域の社会・文化を考慮に
いれながら、コミュニティエンパワメントを
強化し、脳を活性化させながら、”outcome”
を重視した生活改善が可能になるよう健康
教育を展開してきた。2004 年には、長野県の
健康教育関係者らを結集させ、「NPO 法人長野
ウェルネス大学」を組織し、受講生のための
テキスト(輝いて生きるためのウェルネス,
ほうずき書籍, 2007 年)を作成し、ホームペ
ージ(http://www.nw-u.jp/)を立ち上げ、そ
の中に日本の年間受講生である約600名の健
康教育の効果に関する評価システム(特許第
4631-060)を組み込んだ。これらの受講生と
コミュニティーの評価が今後の目標に繋が
り、自らの健康増進を継続し、健康のための
生活改善に繋げていく大きな動機付けとな
っていることが示唆されている(寺沢ら
2009)。これより本健康教育を今後タイ地域
に広め、国際的に一般化し、他国にも移転可
能にしていくため、日本とインドネシアとフ
ィリピンとの国際比較の研究を行っていく。 
(2)学術的な特色・独創的な点 
2010 年インドネシアとフィリピンの平均寿
命及び高齢化率は 67.9 歳、6.0%と 67.9 歳、
3.6%に対して日本は 82.9 歳、26.3%であり、
インドネシアとフィリピン政府も健康教育
を重要視してきている。しかし、現在インド
ネシアとフィリピン政府が進めている健康
教育が効率的に進んでいない現状があるも
のの、健康教育の重要性は日本と同様である。
東南アジア諸国で日本の健康教育のシステ
ムを展開し、その効果を検証し、成功すれば
東南アジア諸国に寄与していくことになり、
同時に諸外国にも本システムを移転し、国際
化の実現が可能となる。受講生には、本健康
教育に参加する前後で検査、テストを実施し、
活 動 量計を 与 え、総 歩 数は受 講 生 の
WBI(Weight Bearing Index)に合致した歩数
値(65 歳で約 7,000～8,000 歩)を目標とした

運動を勧めている。これは、一日平均歩数が
6,000 歩以上から、脳機能、新体力テスト、
血液検査に有意改善が有意に認められてく
るからである(中出ら 2009 年)。そして 1 ヶ
月に 1回受講生を集め、大学教員を中心とし
た健康教育セミナーを開催していく。このこ
とにより健康についての理解を深め、生活改
善を行っていき、脳機能の向上にも視野に入
れた思いやりのある温かいコミュニティー
を結成させると同時に各検査による評価の
結果から、受講生に目標を持たせ、健康教育
の継続を促すことになる。本健康教育を効率
的に実施していくため、歩行運動の 90 日分
のデータを瞬時に取り込める正確かつ安価
な活動量計を長野県飯田市のアコーズ社と
共同開発し、現在製品化(エステラ GT03F:特
願 2011-188306)して使用している。 
 
2. 研究の目的 
本研究の目的は、日本の長野地域で行ってい
た健康教育のシステムをインドネシアとフ
ィリピンの地域に、行政と大学機関の連携に
より,若年シニアの育成を目的とした健康教
育プログラムに認知症予防を取り入れ、取り
組みの様子を図表化し、“見える化”するこ
とにより、根拠に基づいた包括的な健康教育
を行うことである。今まで培い、日本の長野
で実施してきた健康教育を基に、さらに教
材・プログラム及び指導法を見直し、系統的
健康教育を新たに開発した健康教育をアジ
ア諸国に導入し①Plan, Do, Check, Action
のサイクルに則った健康教育を実践するた
めの組織とソフトウェアの整備。②国内外の
健康教育の実態調査に基づく、健康教育の教
材・プログラム及び指導法の系統的開発。③
中進国であるインドネシアとフィリピンが
直面する高齢化問題に本健康教育の導入を
行うことで国際貢献していく。 
我々は、1998 年から長野県で高齢者の健康

教育を行ってきた。本健康教育システムを今
後インドネシアとフィリピンの地域に広め、
インドネシアとフィリピンとの国際貢献を
深め、本健康教育を国際的に一般化し、他国
にも移転可能にしていくため、日本とインド
ネシアとフィリピンとの国際比較の研究を
行っていく。具体的に我々が実施する健康増
進を図った健康教育は、実施する前後に脳の
前頭葉機能検査としての Go/No-Go 課題、日
本の文部科学省の 65歳から 79歳までに実施
される新体力テスト、血液検査、栄養調査等
の実施を行い、その後体重支持指数である
WBI(Weight Bearing Index)に合致した歩数
値(60歳,約7,000～8,000歩)を毎日の運動の
目標値として設定し、歩行運動を行っている。
この間、1ヶ月に 1回度、レクリエーション、
栄養学、調理実習、心筋・脳梗塞の予防、太
極拳、自然観察ハイキング等のテーマで大学
教員が中心となってコミュニティーの結束
を目標にセミナーを行い、同時に歩行運動の
継続と生活習慣の改善を行ってきた。このよ



うな健康教育をインドネシアとフィリピン
に広め、国際的に一般化し、他国にも移転可
能にしていくため、日本とインドネシアとフ
ィリピンとの国際比較の研究を行っていく。
そのため、本プロジェクトの日本のスタッフ
がまずはタイのスタッフに脳機能検査、新体
力テスト、血液検査、活動量計の実施方法と
解析方法を教授し、その後各コミュニティリ
ーダー及びコミュニティースタッフに各測
定法の実施方法と解析方法を教え、本プロジ
ェクトスタッフが不在でも各コミュニティ
ー内で本健康教育が運営・活用できるように
行っていく。 
 
3. 研究の方法 
本健康教育の特徴は、認知症改善を考慮に入
れた思いやりのある温かいコミュニティー
を結成していくと同時に各検査による評価
の結果より、受講生に目標を持たせ、健康教
育の継続を促していくことである。本健康教
育をタイ地域に広め、日本とタイの国際比較
を行い、本健康教育の効果を実証し、国際的
に一般化させ、他国にも移転可能にしていく。
そのため下記の２点を行っていく。 
(1)健康教育の評価のためのソフトウェアを
タイ語に変換し、インドネシアとフィリピン
の健康教育に携わる大学教員、コミュニティ
ースタッフに健康教育における受講生の登
録、データアップ、データ保存、データ解析
方法の仕方について教授していく。 
(2)健康教育に必要な採血の用具、血圧計、
身長・体重計、Go/No-Go 課題機器、新体力テ
ストの用具、活動量計を揃え、その使い方、
データ採取の仕方、データ解析方法を共同研
究者の中で役割分担を明確にしていく。 
日本の共同研究者は、研究代表者である信州
大学の寺沢宏次(日本の責任者)、長野県短期
大学教授の張勇、清泉女学院短期大学教授の
小林敏枝、松本大学教授の中島弘毅。インド
ネシアは、Udayana 大学医学部医学科の
Adiatmika 教授、Aduptra 教授、フィリピン
の Suthwestorn 大学医学部医学科の Aznar 教
授、Pastor 教授、とともに本研究プロジェク
トを進めていった。また、健康教育の評価の
ためのソフトウェアをインドネシア語及び
英語に変換し、長野ウェルネス大学のホーム
ページに組み込まれている健康教育のため
の脳能検査、新体力テスト、血液検査、活動
量計の結果をグラフ表示させることにより、
受講生に目標を持たせ、健康教育の継続を促
すことができる日本語ソフトウェアを作成
し、この日本語ソフトウェアをインドネシア
語及び英語に変換した。 
 
4. 研究成果 
研究代表者らは、タイの地域に、行政と大学
機関の連携により、若年シニアの育成を目的
とした健康教育プログラムに認知症予防を
取り入れ、 取り組みの様子を図表化し、 “見
える化”することにより、根拠に基づいた包

括的な健康教育を行ってきた。本健康教育は
2014 年 10月に国際規格となる ISO9001：2008
を取得し、今まで培ってきた日本での健康教
育を基に、 さらに教材・プログラム及び指
導法を見直し,系統的健康教育を新たに開発
した健康教育をインドネシア及びフィリピ
ンに導入していくため、次の３つのことにつ
いて実施することができた。 
(1)Plan, Do, Check, Action のサイクルに則
ったISO健康教育を実践するための組織とソ
フトウェアの整備実施し、 健康教育の有用
性を向上させることができた。 
(2)国内外の健康教育の実態調査に基づく、
健康教育の教材・プログラム及び指導法の系
統的開発を行うことができ、国際的に活用で
きる健康教育の基盤を構築することができ
た。 
(3)中進国であるインドネシア及びフィリピ
ンが直面する高齢化問題に本ISO健康教育の
導入をすることができ、国際貢献することが
できた。 
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